
第 9章 独立後に現れたノスタルジ一

独立後の公式な『ウズベキスタン史』はソ連IIか代をそれはど叶仙せず，むし

ろソビエト政権はウズベキスタン1叶民の言II{i，宋教，文化といった独1911化や白

山を付ったと 1°1州いている I)．そのような過よとは対附的に，政治家や政府1月係

行のじ張によれば，独立＾こそ11、_I民が待ち望んでしヽた民放的，＇ぷ教的，社会的な

印11をりえるもので，それは彼らが長年！1!『しんできたソビエト政権下の統訓か

らの離脱をも可能にしたというものである．

このことは多くのI吋民も認識しており，それはソ連IIか代の言諮や富教に対す

る過剥な机］圧についての証言にも現れている． しかし，同時に， 1」・-I民の間には

ソ連IIが代の良い部分を強調する人々も現れている．彼らは個別の間姐を批判的

にみながらも，この時代を懐かしく想起している．ソ連時代を懐かしむ人の中

には， 80年代後半から 90年代前半にかけての時代をもっとも強く拒否する人が

| l立つのも興味深い点である．

ペレストロイカ時代，このようなソビエト政権に背を向けていた人は， ソ連

としヽう IIIを作り上げた彼らの1：のIIt代の保守じ義と平凡で「社会iこ義的にJ‘|-；.

な生活を批判した．彼らにとってソ連で作られた汀':)lIi，直化製湿1, 食料・品な

どは，その質が欧米のものと比べて低いことから，これを笑い請の対象とし， i11j:

外からl愉入された商占＼とその生活スタイルを美化するのだった［

それから 18年が経ち，こうした人々の多くはソ連時代の生活の安定，人間閃

l) 近年になって．このような間題に現地の歴史研究者も気付き始め，より客観的な歴史0)i針き）jを

呼ひかけ始めた． このことに 1りJして興味深しヽのは， DiloromAlimova, Istoriia !wk istoriia, istoriia 

!wk nauka. Tashkent : Uzbekistan. 2008.特（こ 24-64貞参照．

2) このような批判とソ辿のこれまでの歴史の全否定に対し， 1991年 に 噌I；の知識人から批判jかあ

り，彼らはそのようなソ辿史の全否定と令lhi的な批判を感柏的な「「1分否定」とヒステリーにたと

えた．例えば． ValentinTolstykh. My byli: Sovetskij chelovek !wk on est'. I'vloskva : Kul'turnaia 

Revolutsiia. 2008. 12-13貞参照．
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係の良さなどを強高lし，逆にその間代の旦さを [I{iるようになった．今になって

彼らから ‘lilIかの商I!』の安さや屯化製11川が比蚊的丈夫だったとしヽう品が絶え間な

< |｝t」こえてくる｝）．まさに，ソ連時代の評価につし＼ての逆他、現象が牛してし＼る

のである 11.

このように， 「数年前に1:1分たちの過去を批判し1'1青してきたウズベキスタ

ンの人々が今， ソ連時代のどの部分を懐かしんでしヽるのだろうか．

のような社会的な現象を検叶する．

1. ソ連時代の社会と価値観

1.1 ソ連という祖国に対する誇りとノスタルジ一

はこ

ソ辿II.『代を生ぎた人々の中には，たとえウズベキスタンに住んでいても，ソ

連をネlll月として認識していた人が少なくない．そのことから，ソ連崩壊は彼ら

に， l’・1分たちの国がなくなって しまったという喪失感と絶望感をもたらした．そ

れから 18年間経った現在でも彼らはかつてのことを高りに息い，失ってしまっ

た大日に対しノスタルジーを感じている 5)．それは爪に，他の地域と異なる独

自の社会主義のイデオロギーとそれにJ店づくにl家建設の独白の何学，政治）J, 経

済力と最強の軍事）Jといったソ連が辻成してきたことへの怯かしさだけではな

く， 自分たちがその国を作り上げたソビエト国民であったという牡別な息いで

ある (i).

3) そ0)~例として， ソ連時代にモスクワで作られたソーセージや我料晶を過刺に1it価する複数の，，ll→

けにつしヽ ては、 T.S.Kondrar'eva... Obladateli 'KremJyovki'i lyudi na khlebnykh mestakb... 

T.S.Kondrat'cva. f¥.K.Sokolova. Rezhinmye lyudi v SSSR. Moskva : Rossiisk;.1ia Politichcskaia Entsik-

lopediia. 288-289頁参照．

4) ロシアにおいても19ilじ過程がみられたが，近年歴史と現在の間に妥協を探り．より客観1化がある

ソ連IIが代の分析を試みる文献がみられる．例えば， AlbertIvanov. Put'Rossii v XXI vek. Moskva, 
1992: Albert Ivanov. Sud'ba Rossijslwgo Otech邸tva.Moskva. 2002: Albert Ivanov. Chto est'Nasha Zhizn'. 

Moskwa-Orel. 2007: Andrei /¥shkerov. Putiniacla. Moskva. 2007参照．これらの文献は過去を美化し

すぎずに，現在否定に•|］ぃ凧でバランス感がある 1屈史感を追及している．ウズベキスタンにおけるこ

のような試みとしては， MarfuaTokhtakhodzhaeva. Dono J¥bdurazzalrnva. /¥lrnaz Kaclyrova編，

Sudby i vremya : Shtn-,,hi k proshlonzu Uzbeliistana v ustnykh rasslwzakh zhenshchin-svidetelei i Sovre-

mennits Sobytif Moskva : lnstitut Otkrytoe Obschestvo Fond Sodejstviia. 2003や Marfua

Tokhrakhodzhaeva. Otmish Toliqtirgan Ayo/Jar: ozbe!?iston zlzamiyatning islomga qaitishi va hotnqizlar 

ahvoli. Toshkent. 2002があるがこれらにおしヽてはやはりソ連時代の美化の傾向が強く， j且在の否

定が11立つ．
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人々は独立によってぷ斤しいアイデンテイティを得たものの， l叶としては1!！：界

各地で起こっているl!il}叫への発！；）」を失った．それだけでなく祈しく独立した

川々が欧米や中1i:Iなどから扱肋を受けたり，これらの投責に頓らさるを得ない

状況に陥ったりしてしヽる． ソ連Il.，『代を紆験した人の多くがそれを1狐辱だとして

受け化め，現在のウスベキスタンには，かつてソ連に抱いていたような玲りを

持てなくなってしヽる．そのため， ソ連という経済I(liでも政治l(liでも強く，他の

川に頼らない1月の国民だったことをより強く訪りに感じていることかわかる．

今になってげうのは良くなしヽかもしれないけれど，あの時］！）lをもう 段度

経咳し，あの時期をもう疫牛きてみたし‘•ヽI'， 11.『，私は 2 人のj'•1]しを］人で

てしヽ たが， まった<|!ll題なく行てていた．幼稚園はほぽ1!！「；料で，学校と

大督：も詞じだ．＊ (Iil|••• I i者No.18, タタール人，女性， タシケント）

こうした11l,1人的なノスタルジーとこれまでに述べたソ連時代の政治，経済， ll:

会の休制に対するノスタルジーとが合孜し，それかウズベキスタン国民の40代

以上の大半に共行されているように見受けられる 7).

訛；―：『者がn{｝るのは，ソ連時代には失業者がなく，ホームレスの人も {f在しな

かったことである．また，現代社会が[I'［lhiしているテロや民族間の緊張もほと

5) ノスタルジーとし＼うば菜は．．つの部分から成り立っており， nostos(・I裳かしがる）と algia （家）

である．この，―［策が初めて導入されたのはHoferJohannesという 1矢帥によるものであり， 1688年に

ホームシックになったスイスの兵1：や労働者を襲った・病気名として使われた．詳細につしヽては， llo[cr

Johannes. 1)尽setatioMedica de nostalgia. Basel.］＆88 (Svetlana Boyrn. 71ze Future<)fNostal堕a.New York 

Basic Books. :200]からの1JI Ill). Boym氏によると，似たような分類化はRomanJakobsonにもみら

れる．．JakobsonRoman... ・「WO/¥SJ)じctsof Language and'「woTypes of Aphasic Disturbances". in 

Kryゞty11aPumorska and Stephen Rudy. eels.. 1--Gnguage in Literature. Cambridge : Harvardじni-

versily Press. 1987参照．（本文は前印

6) 13oym Svetlana氏によると， 2タイプのノスタルジーが{f在しており，その＾つは皮肉凡ljでありヤ

もう •つは修似咽である．皮肉朋のノスタルシーは過去の出来市を皮肉な l1 てみつつ，その Ilりの出

来市を繰り返したいというより，そのIIが代の雰l)月気，人間関係や非物坪的なことに対して懐かしさ

を感じることを紅味する．修復！i!のノスタルジーは，（物即的な怠味での）過去そのものをもう一

度繰り返すことを紅味する．ここていうノスタルジーの一部には，修復型（例えば， 特の輻祉に対

するれitれなど）も含まれてしヽるが， l・」こ皮肉Iりのノスタルジーを忍味している． これらのノスタル

ジーの辿いとその詳細については， SvetlanaBovrn. Obshchi 、vetlanaBoyrn. Obshchie mesta : M加logiiaf;ovsednevnoi zhizni. 

Moskva: Novoe Lireraturnoe Obozrenie. 200:2. :293-304頁参照． （本文はiiij頁）

7) ノスタルジーに関しては， JeanStarobinski. "The idea of nostalgia". Diogenes. N.54. 1966. 96 

貝： Su、ヽanStewart. On f.,(JJ1ging, Baltimore: John Hopkins University Press. 1985: David Lowen-

thal. The Past is a Foreign Country, Cambridge: Cambridge University Press. 1985参照．
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んどなく ，特お］［Vヽ に純粋な気持ちで桜してしヽたとしヽう ． さらに， 1月家の構成

に I½] しても，」見介欧州連介かようやくできたが，その桃造はソ連の中ですでに

実現さ れてし、た もので，欧州連合かで きる 70年1)i［にソ連ではその段階に辻成し

てしヽたという ． そうした紅味で多くの人は欧州辿合の彩成過f1~に冷めた視線を

込っており，反対にソ辿か達成したことへの評価は砂し‘ •

私はソ連II-.『代にコルホーズで働し、た． ‘］1 II.『は11:’liがなしヽ と¥.,¥うこと はな

く，特働いていた．そして働いた分の給料をき ちんとも らっていた．その給

料・で家放を投うことはも ちろん， ロシアや他の共和111にも旅することかでき

たので，白由に行き米して1い］じ村の人におみやげを買って帰ったものだ．ロ

シアでは，；itも「お前はIiiiだ」，「どこに行くんだ」，「II的は佃だ」とか口わな

かった．

今はどこに行つても お金を取られる．税金やら何やらで，かなりの額を

払うことに なる．（il|：Li店(・No.38, ウズベク人，男11，フ ェルガナ）

以下の＂J|言もソ辿という 1ElとそのIIが代を非常に感情的な表現で糾っている．

私の人［士で良かったことはすべてソ辿閲代とともにある ． もちろんあの

時代に対 してノスタルジーもあ る．

告奸き なところへ行き，好きなこ とをしていた．ソ連はソ辿だっ た．共

通のお金，共通の1仕論，共迎の政党とそのリーダーがし、たからだ．（iil:I---_i者

No. 21, ロシア人，女性，サマルカンド）

しかし，このような思いをすべてのIlt代が共布している わけではない．年齢

がi'，沿いほどその気持ちは強く ，竹くな っていく につれてノスタルジーは弱まり，

30代と しヽうソ連を‘此えてしヽ る最後の1仕代では乳常に弱い．

1.2 ソビエト型の「自由な」社会

ソ連間代が多くの人にとって魅力的にみえるもう ー^つの埋1t1は，ソ連という

囚が独裁的で共i}伶党の「じ倒的な文配ドにあったにもかかわらず，今の ウズベキ
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スタンより 1,IIllなぶ間気であったという l£l民の認識からである．数多く

者によれば， ソ辿II』代は1llil人の I,il lI度か今よりも似jく，政）打の規制や訓限は現

代のウズベキスタンの力が多い．また，何に怯えることもなく，家に鍵をかけ

て牛泊することはほとんどなく，仮胚くまで出かけていても帰り逍を小安に息

うことはなかった．それだけ杜公全休か安定しており，それが人々に安心慇を

りえていたという 8).

それに）JIIえて，彼ら う日由は車に治安に限ったものではなく、経済lhiで

の印llも合まれている．現在では彼らの多くは1l)：l」のスケジュールに追われ，什

’li場と家の往似で 1IIか終わるが，ソ連時代は11:1iと生活が確保されており，

残業や過剌な労働などする必炭がなかった． lヽiIIかは多くの人が，イl:＇」［が終わっ

てから外出し， 1｝|1廿な時間が今よりも多かったようだ．休暇を収るのは‘りたり

前で，以休みに旅行をするのはごく「1然なことであった．彼らが此えているソ

ビエト社会では11行黙の白己規制などがあっても， 1」にみえるような規制や行動

制似がなく， 191 分たちを l~f I廿な人間だと感じていたようだ9).

このような訓「言や‘1611』を経験した1It代の印象ぱ必ずしも 1日確なものとは liえ

ない．ソ連における共栢党のl}靡視や{|ill限は数多くイ［在しており，ソビエト社会

も完乍に 1:11廿で健仝なものだったとはしヽえない．

この ll~J'代の I|：活も非常にパターン化されており， I＇，サ校から兵役もしくは人学

に進み， 1、お業すると就職した．就職も 11W1人の希望ではなく、「日が必災とする」

ところへ配属される． (iij：外伶『学も制限されていたので，人々の l~I ill炭はそれは

ど似iかったわけではなかった．

夫は当時オい悩者で，）く学側からシルダリヤ州の病院に行くよう指示され

た．彼は 1人で行くのは婦がっていたので私と一緒に行くよう勧められた．

私は学校でピオネール（少年少女を対象とした共飴口じ義教育糾織）の指

をしていて，夏に大学入試を控えていた．彼は「来年の春に人試を受け

8) ロシアにつしヽての似たi叫Kに関しては， V,ilentinTolstykh. My byli: Sovetsl1ij clzelovell lwll on est'. 

Moskva: Kul'lurnaia Hevolutsiia. 2008. 38貞やNatal'yaKozlova. Sovetsflie !yudi: Stseny iz istorii. 

ivloskva: Evropa. 200S参照．

9) 以 I．．の般の人の，，Il•• I ［に加えて｀多くの鮒説者もこのような怠見に賛[,ijしている．例えば．

Natal'ya Kozlova. Sovetsllie lyudi: Stseny iz istorii. Moskva: Evropa. 2005参照．
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ればよ い」 と はし、，私をシル ダリヤ •)•I1 に連れて行った． 私は現地の党校でも

ピオネールの指導員になった ． その後，大学：への入‘学を呆たしてから外11,1II:/i•

の先牛と して働いた．

しかし［どもか生まれたので， シルタリヤ‘)+Iから 1） 1っ越したし ヽと彼に言

い始めた．そこでの生活はあまり気に人っていなかったし，蚊がとても多く

て］’-どもにも良くないと思い，それで）1っ越すことにした．（証言者No.28, 

ロシア人，女!":I:.，ナマンガン）

I I'常生活では政）付か支給するアパートはどれも似かよっており，彼らが買う

家且や ‘i'( ）l|i の選択肢も限られていた．男 ‘VI:． の長髪やジーン ズ芥i•• 川は警察宜から

ii〗位を受け，年寄りから批判されてし、た ．

しかし，多くの丘ii..「i者はそのような制限を記1鯰から泊し去り，艮い部分のみ

を残している印象を受ける．その別l廿はいくつかあるが，なかでももっとも重

淡なのは彼ら の今l.」の立場や社公的な状況からくる ものであ る．そうした こと

から彼らは現代ウズベキスタン社会における政府・の監視やコントロ ール，制限

と生活の不安などを視野に入れてソ述時代をi語るため，今より [II:llだったと 息

えてくるのである．

1.3 ソ連時代の人間関係

ソ連時代を語る時， 多 くの人がl-」にするのは人々のI斐l係が純粋で温かいもの

であったということである．それがノ スタルジーを感じるもう 一つの変囚にも

なっている．

学[|・ー：一時代は必ず11上の人には敬意を示し，病気や戦争で亡くなった人に

対しても普峨と感謝の気4寺ちをいつも持っ ていた．祝日の疫に， ｛．ドを取った

人の家を訪ねて健康面や悩みな どを1-iiiいて1[Ilった．当時は「年窃り 手伝し、

隊」というのがあり，私もできる限り手伝っていた．今，子どもがいるのに

視や祖父母を老人ホームに人れる人が増えているけれど，それをみるのは辛

いし， i［直言うと埋僧しがたし‘.

私たちの家はタシ ケントの近く のキブライにあり，近所の人との仲は非
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‘常に良かった．マハッラ内でも特おりいのことを知っていて｀家を行き来し

てし、た．今のマハッラでは近所に』がしヽるのかもわからない．

テレビの放送政策についていえばソ連ll.•『代は何でもかんでも放送する

ことはなかった．その政第は人変正しかったと息う．今のテレビをみている

と，平分裸の役者も出ているし，ポルノもある．歌番糾には何の才能もない

人が出てきて私たちの時間を無．駄にしているように息う．他にも気になるこ

とはたくさんあっていし、1,1,1すと切りがない．＿fどもは学校から戻ると l人

で家にいるから，好き勝手にテレビをみていて，心配になってくる．

しかし，うれしいこともある．それは学校の制服が復話したことだ．独

立後は制服を着なくてもよかったIll)[)］があったけれど｀今また着川が義務付

けられている．ある家の［どもは良い）］Iiを着て，別の家の［どもはあまり ll|i

がないなんて，府る物で［どもの間に位が出てはいけなし、．それをなくすた

めには制服が必疫だ．

こうして活をしていると，何より fl分のlリll］に確伍をよ『てたことをはっ

きり息い出す．私たちが共硝党員で共飴党を信じきっていたこともあって、

‘-l1時のことを悪く息えない．給料も患くなかったし，それなりの生活ができ

ていた．教行や1尺療は無料で受けられ，幼利I翡lはほぼ無料であり，学校では

ももらえた．色々なキャンプに子どもは無料で参加できた時代だっ

た． 3]，ロシア人，女性，アンデイジャン）

このような経済的な余裕から，人々はnl［にも現在よりも優しく接することが

き，様々な•1\『労や 1/il題を特で）j を合わせて釆り越えようとしていた． また，）＜

だけでなく［どもたちの価伯観にも影罰した．説か11事に行っている間は家

を任されるのが当たり前で，大人がそれを特別に襄めることはなく，子ども

ちは文句もけわず手伝っていた．

私には兄弟が4人いて，羊や牛にf叫をやったり，烏小屋を掃除したりし

て，家事を手｛公いながら家畜の面倒もみていた．夜ll1,j親が帰ってくると，そ

れぞれが自分の任された仕事の報告をした．（証言者No.37, ウズベク人，

女‘「生，タシケント）
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4ゞりのコミュニティに関する部分にもあ ったように，人間関係は家放間のみ

ならず，近所付 き介いにも反映され， 特にウズベク 人が多い地区では近所の人

とのJ]厄界斎鼠をリ 1くことなく ，家族詞椋に接していた．その五所付 き介いは，あ

えて牡別な機公を設けなくても 1I常の中で糾持されてし、た．お祝い!―liがあった

|liなと‘、以卜の［l|言の ように皆でそれを祝いコミュニティ 0)..休感をさらに強

めたのである ．

私たちが1i:．んでいた辿りには友達の家も多く ，1ザ年糾年会をIHJしヽてし たヽ．

私の人は「‘•ーり男」の格奸をして， 私は 「町女」の格奸を した ． そして詞 じ迎

りに住む人の-rどもを呼んでは祝っていた．（訊I:＿1 i者No.6, タタール人，

女1・Jl.，タ シケント）

2. ソ述時代における l□l常生活と政治

2.1 政策と生活の改善

以I:．にも述べたように， ソ連 I Iが代を諮るとき人々が強調するのは•I_|：・話の良さ

である．そのことから彼らはソ連時代を「古き良き時代」として郷愁を抱く．し

かし，彼らの多くは単に安定 した生活だけでなく ，むしろソ連llが代を辿して牛

活が良 くなっていったことが牛かに印象に残っているようである．

ソ連の成立当初は国民の生活はそれはど良くなく，彼らは幾多の間姐を釆り

越えなければならない状態だった．その経済的に困難な状況の中でも様々な手

段を使い/_-1こき残ってきた．彼らは当時の状態を非‘常に厳しいものとして息い出

すが，そこから脱けIl-1_'iすことができたのは，彼らのIt活を視野に入れて政策を

進めたソビエ l、政枠のおかげだとも息っている 10).

訓：．ji者の多くが強調するのは， ソ連lI寺代の）！養史が非＇常に 1iij向き なものであっ

たとしヽ う）．りだ． 貧しい社会が少しずつ良くなっていく様を）！祖史の教科書から

ぶのではなく，身をも って経験したのである ．以ドの国1：言はその一例である．

ソビエト政権．の発足当初はやしヽ時期だった．私は 1934年に生まれ，貧困

を経験した．コーンのパンを食べたり， ：！罪を焼いて食べたりして，何とか生
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き延びた11i]［)lもあった．父が鳥をつかまえてきて私たちに食べさせてくれた

こともあった．そうやって必死に有ててくれた．

私の兄も家の『仏し＼をしたり，金銭的な面でも支えてくれた．彼はフェル

ガナ・カナルの建設で会壮十として慟き，ある 11はお米を，ある IIは小文を

小『つで帰ってくれた．それを使って私たちはピラフやパンを作ったりした．私

はまだ『どもだったが，親が持って来た布で自分や妹や弟のために）散を作っ

ていた．その経験か私IlI身のためにもなり，今でも孫たちに服を作っている．

私の）このi内では，）この父視が彼にりえた布団と枕を使っで'i:：Itllか代を過

ごしたそうだ．私たちには足りないものが多く， 1木卜難の中で育った． しか

し，その後の時代はとても良く，創でもあった．白いパンはいつもあり，最

I＇,がりの小友で作られたパン 1乳が市場に出1illるようになった． しばらくすると，

お）jいを空かして過ごした時期を忘れてしまったほどだ． （IIl|.1 i者No.37, ウ

ズベク人，女l叱，タシケント）

別の』［言行はソ連成立当初の経済的Illり':i［に加えて，戦争ll!［後の経済的な間題

を以卜のようにj脹り返る．

私たちが仕んでし、た地区ぱ求にお風1りがなく，共jIlだった．大人は16ティ

ン， ［ともは8ティンを払い，特並んで）llH番に人っていた．私も兄弟を連れ

て行った．）恥り場は狭かったけれど， しかたかなかった． 1958-60年の話だ．

それ以外に叫Ì,}区に残っていることは， 6．1年にフルシチョフが通行の改吊：

をし (JOソムがlソムになるなど），パンがクしに店からなくなってしまっ

たことだ．それが改り＇［と閃係あるのかどうか私にはわからないけれど， fど

もだった私はパンを求めて夜中から列に並んでいた．そこではいつも誰かが

ケンカをしていて，大ゲンカになったこともしばしばある．不思議なこと

に，チーズ，ハムなどパン以外のものはすべてあるのに，パンだけがなかっ

10)政府とlkll心の間の合訟と11」の1蒻祉に1月する［国か時間とともに変容したものの， ソ連崩壊直liijまで

に政府か人々 の牛活水準に関する責任をある程度呆たしており，その後，その責任は政）｛［から人々 の
就職先などに移1)•した．その—例と‘り 1尉の状況につし、ては， T．S.Kondrat'eva, ＂Oblaclal（ぅIi 'Krcmly-

ovki'i lyucli na khlebnykh rncsrakh". T.S.Konclrat'eva. J¥.K.Sokolova. Rezhimnye Lyudi v SSSR, Mosk-

v;1 : Rossiislrnia Poliricheskaia Entsiklopecliia. 2009, 27~)-302 頁，特に 296-299 貞参照． （本文は1iij貞）
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た．（ I ，II•••Ii行No.25, ウスベク人，女・It, ナマンガン）

このような舒済的な困難があったにもかかわらず，多く は社会の動

向として，牛活かどんどん良くなっていることを実感しており，あらゆる1廿l}凰

は・時的なものとして考えていた．応期的に起こる舒済の間題やそれに1ll連し

たf麟 '1不足は人々に不悩jをもたらしたものの，牛話や将来に対しては小安や絶

てし・ヽ なかったようだ．

ソ連11.『代の良し‘1は1岱は，／1：活が1l々 巡化してしヽたことだ． 1968年の冬は

寒くて竹物か育たなかったので，その年の以には作物が（市場に）あまりな

かった． しかしその後は， It活状態は落ちA'iしヽて，衣べる物には1木Iらなくな

った．肘じくらし、厳しし、時期かソ辿時代の終わり煩に11カれた．それは68年

とは比べものにならないほど厳しかった．

刊：．，サマル~カンド）

No. 21, ロシア人，女

この］謡見に加える彩で，以ドの訛言者は， ソビエト政権11が代に経済的な間題

があったとしても，それは様々な災囚から生じたものであり，ソビエ l、政枠が

引き起こしたものではないとじ張する．そういう見方をするJ咀由には， lヽ1時の

ソ連のイデオロギーや教育の影罰があると息われるが，それ以外としてはソビ

工 l、政権とソビエト{|札l疫に対する信東且と，長年その信東且が裏切られなかったこ

とが挙げられる 11).

ソビエト政権時代はとても良い生活を送った．私と夫は共働きだったこ

ともあり，それはど経済的に困ったことかなかった．仮に， 1本Iった1lが期があ

ったとしても，それはソビエト政杵のせいだったとはけえない．

私は41年間学校の教！‘llliをし，今は年金をもらって粋らしている．私たち

は 1折懸命働き，家を建てた．［l分の人牛を本当に店せに感じている． IKIは

11) この{,i頓を分析するものとしては， TimurDadabaev. "Power. Social Life. and Public Memory 

in Uzbekistan and Kyrgyzstan". Jnnerasia. N. 12. 2010. 2::l-45貞参照．
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私たちを［忍めて Vヽる証拠に，私には lOJjソム，夫には6刀ソムの年金をく

れる．そして様々な場に招待されて， 交辿機1り」や 1公療などのサーピスも無判•

で受けている．このような．II：活に感謝している．私たちの子どもにも全員jf.

どもかしヽて，皆平凡に峠らしている． （証言者No.48, タジク・ウズベク

人， 女‘『I・：．， ブ／ヽ ラ市）

2.2 人々の日常生活と党・政府の役割

ソ連IIか代のIII民と政治の関係をみると，以上にも述べたように人々は日賞和1こ

活の改i府を実感しており，ソビエト政権を高く評価していた．そのような経済

成長と生活の改囲が作り ．上げた政枠：支手かのネ1：会的なコンセンサスは, I吋民の政

治への関心と参加意欲を弱めた．

彼らの中でも，共）狙党員であり，党の大会や政治イベントに参加する人は多

かったが，ほとんどの場合，それは政治的な方針を決める場ではなく，共窮党

が決めた）j針を実行する ＿•5グ．場と役割を与えられる場であった．それに対して ERi

民の多くはそのような社会の実状に挑戦しようという気持ちを持たなかった．な

ぜなら，経済liiiで彼らはこれまでに経験したことのないほど安定した！：卜.訊滋没;

っており，政治参加の動機はそれはどなかったからである 12)．むし ろ，経済成

長がその まま維持され，より高い水準の仕：．活を期待した人が多かった．共産党

と政府はまさにそのような生活水準の向上と！：t活の安定を確保する機関と みな

されていた．

当時は，仕事に対するまじめな姿勢と 責任感があった．そして，国と共

廂党により教育と研究に力が入れられた．中等教育機閃に与え られた重要1ft

は，ある意味ではソビエト政権と共産党があったからこそ得られたことであ

る．それを私たちはもっと認めるべきだと思 う．（証言者No.3, ウズベク

人，女性，タシケント）

12)このことを恢かしがる人は少なくない．例えば， Valentin Tolstykh. My byli : Sovetshij cheloveh 

kal, on est'. Moskva: Kul'turnaia Revolutsiia. 2008参照．
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このように1t|L心と共肖改芯 ・政府の間には明仰な役割分」Ilがあり，共賄党・政

府は政治的な方針を決めて1Kl民に虚1リjし，人々はそれに従って実行してし、た．こ

の時代に牛きる のは非常に楽であり， 4ずに政治や政第のこと は考えず， 白分の

{l：＇ドをしっかりしていれば結果がついてきたという心見もある ．そういう、1,訊味

ではウズベキスタンのみならず他のソビエ ト共和1ぷ」でも多くの人は平凡な ll‘常

を送り， 自分たちと 共廂党・政府との役府りを別個のものと岬仰（してし たヽ 1.l)．

こうした社会りり．j直は人々の政治への参加を制限したが， 1月1月にそれが安心感

をかえたようだ． 以ドのIIll．言 のように， その気i、『ち は人々のお］I-• しヽに対する姿

勢にも 反映さ れていた．

灼い時の息い出は良いものばかりだ． どんなIlll}姐でもそれほど深刻なも

のには息えなかった．良いこととして印象に残っているのは，私たちがどこ

に行き何をするべきなのか，生活のルールのようなものかはっきりしていた

ことだ．

そして皆がお］［いに とって近しヽ存在だった気がする．ィi(［かに1_l・：活水準は

どこも同じだったけれど，そ うかといってコンベアで作られた人形みたいに

似てしヽたわけではなく，それぞれの．生活には個‘l生があった． （証言者No.21, 

ロシア人，女性，サマルカンド）

さらに， ソビエト社会の札り造やキャリアの什糾みは，人々 を小9学校か ら1|I‘]を

校， r|！学校から高校，そして高校から大学：へ迎苧のI際に必ず教育糾織以外の共

祁：党組織のメンバーにすることも想定していた．これは共）印党の支持払盤の強

化ということに加えて，国民の 「社会宇．義的」，「共 i1'(：・・ご卜義的」な教育の —-J:悶と

も考えられた．そのことから，ほとんどの人は小学校に人学した際にオク チャ

ブリョノク（小学什・:．共j嶺組織員）にな り，「化学校に巡学すると ピオネー ル (ll I 

学生共廂糾織員）になった．これらの糸ll織への人1[Jlは集団で行われていたが，学

業や社会活動で特に優れたj’• どもは他の 1可級生より平年ほ ど早く入団すること

13) このことについての註細は．テ イムール・ダ ダバエフ ［社会i・-．義後のウズペキスタン一変わる1Klと
括iれる人々の心（アジアを見るIll{I JO).I. アジア舒済研究所， 2(){)8年， 87-115几また］87-201貝参

l l { ｛ 



節 9ttt 独立後に現れたノスタルジ一 223 

ができた．彼ら の名前は令校集会で発表され，活阻化している［じ徒として扱われ

た．これは共J}［党や政J付から心りい謹価を受けたことであり，名怪なこととして

受けl卜められていた．

これらの組織のメンバーになること自休，非常に重裳なことで祝は子どもの

成長のステ ップの一つとしてみていた．当時の風潮やメデイアの：恨道も組織の

重災I•生などを訴えており，それが1’· どもたちにも伝わり，オクチャブリョノク

やピオネールに なることを楽しみにしていた子どもが非常に多かった．

私たちにはオクチャ プリャータ （小学I-1この共！）・（［［義組織）への入條かあ

り， 1iij級{Iこの誰もが何か良いことを述成して一番に人隊しようとした．その

後はピオネール（中学作の共）｝・（五iこ義組織）への人1隊があり，それも緊張する

瞬間だった．残念ながら，今の子イ共たちはそのような良い心味での記念すべ

きII舜間を奪われている． ピオネールの後はコムソモール （共祉を主義青年1,i]

閏への人隊があり ，私は同級／l：．の中でより早・く人隊できた．私の娘も優秀

で誰よりも早く入隊できた．私は大学2年のときには共龍党に人党した．私

の家族は全員共産党員で，判I寺の価値観として共骰党貝であることはもっと

も教育水準が高く，育ちの良い家族のilil:．明だった．私の娘は学校で金メダル

（すべての科目で非常に優秀な生徒がも らうメ ダル）をも らって卒業 した．

しかし，彼女は 1977年Jj:_まれで1990年代前半に学校を．卒菜し，そのとき 杜

会に変化が見えはじめたため，共龍党員にはなれなかった． ＊ （iii1: iぎ『者No.

12, ウズベク人，女‘It, タシケント ）

コムソモールヘの人IIIは多くの場合，集団ではなく試験や而接などを通して

行われた．コ ムソモールは共廂党員 になる前段階として考えられており，その

ことからコムソモール団員の選定は他の組織と比べて厳しく行われた．

そのメンバーになるための晶準はかなり曖昧だったが，社会ー主義的な高い即

想と深い認識，そして共廂党糾織の理解などは不可欠であった． しかし， i（1甘妥

の際に コムソモール希望者がそのような人格者なのか調べることは難しく，結

呆として共廂党やコムソモールの歴史， レーニン主義やマルク ス主義の内容に

関する質間が多くなった．あるコムソモール入団希沼者は，全ソ連で発行され
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た 『イズベスチア』という祈間が何個かの国家勲邸をりえられ，それぞれの勲

京はどのような』り叫でサえら れたのかと 1i}lかれ，答えられなかったためメンバ

ーになれなかったという訓：パ者の店もある．

そうした厳しさもあり，コムソモールや共）危党員になった人はこれらの糾織

に対して忠戚心を持っており，様々な形で共陥党員や共妬組織艮として以lわっ

た．それぞれの経験は人によって異なるが，以下の訓Iェtは，ある人の人生を通

して，人々の共飴党員としての立場とその仕事の大変きをii¥'1いている．

父は戦争中にコタツ で足に火似をしてしまい，戦争に行けなかった． し

かし，その間はアルテル（J?↓|東I) で働き， 1[lに必災な食杜しを捉仇していた．

私ば学校の7年目を卒業すると， 8～ 9年目は夜Ilil学校に辿いながらトラ

クターの述転士講座にも通った．その後， トラクターの巡l瓜士として働きな

がら，学校の 10~ 11年-11も卒業した． 1967年にタシケント国立農業大学に

人学し，仕事も続けて タシケント・コルホーズの；翡負集団長 (brigadir) と

して働いた． 大学卒業後はコルホーズ内のコムソモールの第一書記やコルホ

ーズの労働糾合長を務め，二上地技術長になった．そして，最終的に共：産党の

コルホーズ委員会長を務めるまでになった．それは当時の共）産党の政治的な

権力機関だった．

共産党は恐ろしいほどの力を持っていて，農業の建て肛しや学校建設に

ももちろん力を入れたが，それよりも大事なことは人々の仕事に対する責任

感を強め，姿勢を変えることだった．確かに，共廂党の政策によって良くな

いことも起きた．例えば，国民のロシア化政策などはその一例だ． しかし，

共産党が求めた各自の仕事と党に対する責任感の強化は正しくて素ll青らしい

ことだった．その証拠に私は長年共産党員で，共産党のコルホーズ内のトッ

プだったにもかかわらず，その立場を利用して（車はもちろん）自転車すら

もらったことはない．横領など一切なかった．

他には，多妻の人には非常に厳しい処罰が与えられた．また， l人の友と

は別居中にもかかわらず正式に離婚していなければ，別の女1生と同棲するこ

とは許されなかった． もし，そのような事態が党の執行部の耳に入れば，そ

の人はすぐに1=I：事から外されて鮒羅された．それが共産党の1蕗い人でも一般
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の党員であっても ，党貝資格を取り 1二げられるまでに厳しいものだった．党

員責格収り消しは恐ろしい処州］だった．!fijllかに，党はたまにやりすぎること

もあった． 素睛らしい人と註価してし てヽもしヽ じめたり， ［い処罰から・、）内気に

なって後に心臓発作で亡くなったりする人もあった．

共廂党員と してのもう 一つの課題は，経済状況のIiij上に関する管則だっ

た．例えば，ある農園には牛が何碩いて， l月にその牛か何キロになり， 4

月にはイII［キロに途したか， もし成長がなければそれはなぜなのかといっ たこ

とまで調べなければなら なかった．

ある 1:l,1i件が起きた．牛か数頒，夕じんでしまったのだ．農園では総公を

間き，その郡の共｝産党古出と私たち共筋党責任者か参加して，総会のメンバ

ーになぜ牛が死んだのかを間いただ した．誰の責任かを追及することに机中

した． しかし， どんなにllrlいても誰．の責任なのか，その防止策は何なのかに

っしヽては結論が出なかった．会議は非常に長く ，時間だけが過ぎていっ た．

そうするとある長老が立ち卜がり，共筋党糾織0)青叫に「人も様々な則lllで

亡くなるのだか ら4••だってそういうこともある」と発昌し，この会議の應義

を疑I!il視した．すると四記はその部屋から出て行き，私たちもやっとその重

苫しい雰囲気からW1'放 された．こうした経済に1見l辿 した会議がたくさんあっ

て，かなり府炉｝而だった． （証言者No.l, ウズベク人，男ゼt,タシケント）

このように，共産党でのイ1:iliは他の政府・機関の仕事と 1関連しており，共廂党

貝な どにも多くのストレスをもたらしたが，利、l!［もあった．共陪党に入党する

人は共祁党，共節主義をイ且じきっていただけでなく， 自分たちか11:．んでいる地

域のために一所懸命働きたい，その地域に住む人たちの生活を良くしたいとい

う気j寺ちが強かった．彼 らは政策決定に直接関係していたわけではなかったも

のの， その政策を各地で実行する者としてそれなり の責任感を持って仕事をし

ていた．

ソ連の良かったところは社会保障だ．確かに，皆のレベルを同じにしよ

うとする方針はあったけれど，就職のIごiil題や失業はなかった．

義務教育は 10年で，その後大学に進学する 人と就職する人に分かれた．
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制度として何より人々 0)やる気を1足進していたので， 11iiもか共硲党と共｝｝位主

義を1丘じて{I・事をしていた．私もそうだった． （IIl|：言者No.28, ロシア人，

女ヤI:, ナマンガン）

しかし，このような人ばかりではなく，共・I}『［義への忠誠をそれほど持たず，

共J)伶党閃連の仕'-liを自分のキャリアの憎ISとみてし＼た人も少なくなかった．そ

れは特に第．と次lIt界人戦以降に共］輩党員になった人の間に多かった．彼らは共

｝；（．：党閃連の条ll織を特別な使命と刑想的な社公建設をめざす糾織としてではなく，

他の政）｛｛機関と j1ij様に贔高のオ作）Jを」がつ機1月としてみていた．彼らにとってそ

のような糾織に勤めることは特別な社会的な立場を得たことと l'I 分たちか竹•J唱

職になったことを瓜味していた．このような人たちにとって，社会に対する立

任や共｝；i’:.：［義建成などは＾＾の次であった．

こうした人々の H常牛活とイデオロギーの間には矛J化があり， 1-k|家イデオロ

ギーと自分たちの II'常牛活の間で何らかの形で妥協を求めて行動してしヽた．以

ドはその例である．

ソビエト政権は木教に反対していたが，国民はそれでも宋教行事を行＾つ

ていた．例えば，私の父はアルテル（農園）で働きながらイマームをやって

いた．彼の会叶役はいつもモスクに通っていた． l］i［かが（神へのlt許り物とし

て）予：ゃカーペットを持ってくると，それを受け収ってモスクのために使っ

ていた．

人々は許姐］にモスクにやって来て，政府はそれを見て見ぬふりしていた．

唯一の例外は共産党員だった．ウズベク人の共J}信党員と共廂党との間にはま

るで「どものゲームのようなことが起きていた．共妬党 (li監視且）がみてい

ないIIかに共栢党員はコソコソとモスクに来てお析りを済ませ， I隠れるように

モスクの裏のドアから出て行っていたのだ．他の’ぷ教行寸iに関しても同じよ

うなことが言えた．共栢党としても努力したものの， Ili［もそれをやめさせる

ことはできなかった．（］l［言者No.l, ウズベク人，男性， タシケント）

このような共・)印党のコントロールは社会のあらゆる分野において感じられて
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いたが，多くの証言者は悲い部分とともに良い部分もあったと述べている ．そ

の良し噌IS分が今にな って多くの人か ら懐かしく息われてしヽる． 4守に，治安，行

政機関の機能， これらにおける職員の規作や日常／じ活での人 々の無責任な1i•動

を制限する ことに1JJしてはノスタ ルジーが感じられる ．以ドの証言は1l‘常化活

で複数の女1’化と糾婚することを批判し， ソ連時代にはそのようなことはほとん

どあり得なかったことを強調している．

団時は複放の要をi・辛『つ ことは人々に批判され，辿恨も された．皆行政機

閃や共）附党が1{［iかったので多友の人は珍 しかった．

私は）甚本的に複数の妻：を持つことには賛成できなしヽが、 牡別な事•l'lりかあ

る場合は1:1:方がないと息う ．例えば，友が寝たきりになってしまい，彼女と

離始するのは残I1i/ili だし， •:.:f どもたちと麦の l (l i例を男が 1 人で見るのも人変

な時がある．そんな時は例外的なこととして考えるけれど，それでも払本的

に複数の麦を持つこと に私は反対だ．（証言者No.30, ロシア人，男性，ア

ンデイジャン）

彼らは，当時の社会的な秩序や規律，そして共産党や政府・と人々の買任感を

懐かしく 息う．4かにソ連；j）]壊後の社会的な混乱，腐敗や経済不安の状況下で，ソ

辿Ilが代の整然とした秩序は木練として心の中に残って しま った．このよう な考

えが如(Ii化する契機は，独立以降のウ ズベキスタン社会の現状にある ．

2.3 生活の安定と欧米型の民主主義

当時の考え）jとして，政府とは社会の一部を代表するというより 1叩l民全員を

代表するものであった．政府が人々の El‘常牛活に責任を持ち，その責1壬を呆た

す以上は， 11,＿I民は政府についていくとい うことだっ た．その姿勢からみえてく

るのは彼らの政治そのものに対する閃心の低さである．これま での証言にもあ

るように，彼らの政治に対する I斐l心は経済の状況と 11分たちの日常生活に関わ

る部分にあり，それ以外については全面的に受け入れは しなかったものの，デ

モなど目にみえるような形での反対もしなかった．



228 

私は 1叶内の政治に1l出ししよう， 1月心をすかとうと思、ったことはなし、．そ

もそも情報がそれほどなく，どこで何が起きているのかさえもわからなかっ

た．生活は平凡で平和だった．必炭なものはすべて揃って1.-ヽ たし，好きな1埒

にお）1,1；に行き，必災なものを買っていた． 番）国）なことは生活にil:li足して

しヽるかどうかだった．

私たちはわずか6(）ソム（ループリ）の給料だったが，それで祉翡足してし、

た．誰人豪邸に1じもうと名えたこともなかったし，必炭以1：のものを買お

うともしなかった．特詞じような生活を送っていたか， 191分の家があり，家

放がいればそれでI・分だった．人々は池灼訟を持っておl［いに接していた．何

かあると『伝いをしたり， IIi［かに迷惑をかけることのないよう気を配りなが

ら枠らすのが％たり前だった．今みたしヽな状況ではなかった．

タタール人，女刊` ．， タシケント）

6 ， 

数多くの乱I：→1エー［から，政治と 1玉I民の間にII介黙の社会的な契約のようなものが存・

在していたように見受けられる．その仕糾みはどの責料にも lリHi化に言及されて

いないが，次のような印象を受ける． ソ連11が代の共j菫党や政l付は， 1-i廿］民の生活

のI{li倒を全訓的にみて，彼らに必災最低限の生活を保1硲した．その代わりに， 1じl

民は団結して政）付を支持していた．ソビエト社会における様々な制限を彼らは

薗向きに受け人れていた．以卜-の証言からもそうした1月係を読み収ることがで

きる．

今は，十和のIlii：ーの歩と 1-1標がお金をたくさん稼ぐことになってしまった．

しかし，当時の状況は速っていた．学校に人学しても，どこか別の街に引っ

越してもすべて奨学金で賄うことができた．私は高等教有機関で3年間勉

強し， 1／j―)j25 ソムの焚学金をもらっていた．それは私には 1—分で，余るほ

どだった．その奨学金で食liをし， ll|iを買い，実家に帰る時にはお•-I訊信を買

うこともできた．

私はあちこちの1区療現場で看設婦として働き，看設婦長として定一年を迎

えた．給料は少なかったものの，主人がテュメンという地域で建設現場の職

員として働いていたので，家にはいつでもお金があった． 1厨lこ，子どもたち
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を連れてソ辿の色々なところに行った． 1000ルーブリもあれば余るほどだ

った．

胄IIか、ロシアやウクライナに行くと，私たちがウズベキスタンから来た

と言えば咋敬された．民族i:．義もそれほど強くなく，あなたはロシア人だ，

タタール人だ， タジク人だなどという；り別はなかった． l9881じ頃までに民

放主義はなく， l-l‘常生泊ではほとんどイ［在していなかった．

今から名えると，私たちは完鰈な共i危じ義的社会を建設したのではなく，

すでにその社会は完成していて，そのI卜で牛きていたようだ．（il［戸者No.6, 

タタール人，女1、It，タシケント）

そのような社会の中で， 1吋民もある程度の犠牡を払わなければならなかった．

政1行が11sl民の生活を保1箭する代わりに，共飴党や政l{、［は社会監視能力も閻め，

人々の行動を規制していた．それは1ーじ民登録や綿化収穫の際の動員など様々な

）［クで現れ，人々もそのような規制を 191分たちのJ：l:．活を確保してくれる政府や共

！附党の方針であれば1!..il迎いがないものとして疑わなかった．

仕民登録は各tiぶ．．民が自分の住む場所を登録し，その住所から仕まいを移す時

に行政機関に）niけを出し， Tり前に咋月を得なければならなかった．各地区

これらの仕所を定期的にIIl]り，迎法な行為や｝又政府活動をしている人は

いないか閾べて，住民の生活を監祝していた．そのような制限は住民にとって

は間述いなくプレッシャーになったにもかかわらず，こうした政菜によって犯

罪率は低く，治安が条if」『されていたため， 1月民は1l:l心登録制度に反対はしなか

った．

この制度の犠牲者は，都1|i部の仕民より地方出身者の力が多かったと息われ

る．なぜなら，彼らが都市部に1）1っ越すことは制限されていたからである．そ

の1=1nりは，小話環境がそれほど良くない地域にも労働者を安定して供給できる

杜会枯造を作ることであった． しかも1上民登録制度はi転店のみならず，府者の

Îl寺的な移動も制限していた．例えば以下の証言のように，ある若者が首都タ

シケントの大学に行きたくても， 1t民登録に桔づいて自分の住む］・l・Iの大学に行

かなければならない紳りもあったようだ．
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私はタシケントのI欠科‘̀i：ー：部に入学しようと決めた．そしてタシケントに

行き， 1矢科学：｛第に1!ii国 を提出しよ うとしたが，私の出身であるアンデイ ジャ

ン市にはすでに1仮科学合l；かあったために，4是不されたのは7．つの選訳肢だっ

た． つはタシケントではなくアンディジャンl|iに戻り， I災科浮：一部に）翡化l}を

l|l面りすること． もう 一つは， タシケントの国立1災学大学の荘i学祁か衛生学部

に11l"りすることだった．

私はタシケントの大学を選んだが，その時に 1}｝l いた況期によると各ヽ）•I1 か

らの人学定員が決め られていて，その定員数を超えると人学試験の成粕が良

くても人‘、ドできない とし、うことだった．私は近良く人学できたがとても不息

議な制度だった．（乱I:1i者・No.17, ウズベク人，女‘『|：.，タシケント）

また綿化の収秘では，学'.:I-．．や川家公務員などが動員されるのは政府や共飴党

叫行合があったからである．それは国民が自分たちの生活水準や経済状況を1{il

しさせるために払うべき代価として考えられていた．ソビエト共和同間の労働

分担制度のもとで，綿花生廂はウズベキスタンのもっとも重炭な分担領域とし

て認識されており， ソ連が他の1月からの綿化愉入に庫れらずに済むかどうかは，ひ

とえにウズベキスタンの綿花生廂の成功にかかっていた．

しかし綿花は手のかかる作物であり，こまめな手入れを大勢で行わなければ

ならなかった．すでにウズベキスタンの農業では機械化が巡んでいたが，それ

でも共1崖党や政府はl叫民に「白発的な」動員を促し，ウズベキスタンの代表的

な作物’t晰への貢献を呼びかけた．

父は トラク ターの連転士で綿花生産に関わっていたので，収穫の時期に

なると夜中の2時に戻ってきてご飯を食べると 2~3時間寝て， また収桃に

出かけてしヽ た．

私は小学校に迎っ ていたけれど，皆l(）月から 1ヶ月 半ほど綿化畑にかり

出された．こ の11が期は学校が閉め られ，全員で綿化を集めていた．

もしどこかのコルホーズで11月7日までに収穫11標が達成されたとした

ら，大変な騒ぎになってお祝いが開かれた．その日は革命記念 1」で， 「何と

かコルホーズの何とかコルホーズ長は， ,!j'［命記念日までに1：：：！標述成をヤIMりし
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た！ 」 と大々的にアナウンスされた．逆に， 12月になっても 11 1票を達成で

きなければ，それは人失態とみなされた．そのコルホーズ長が共・)}位党員であ

れば共廂党員資格停・lしや除名までされるのだった． （訛言者No.19, タジク

人，女‘11,サマルカ ンド）

次の股民の女性は，綿化収穫に動員されたことのやさを以下のように説明し

ている．

私たちがコルホーズで働いている間に，畑の柚の木の下でスープが作ら

れていた．午前の{I：事を終えるとその汁をもらいに行き，それで條衣を済ま

せた． また{I：事に戻ったが，コルホーズからの夕我は出なかったので夜は家

で我べた．

綿化訓では子ども を抱きなから慟いていた．自分のお腹の辺りに子ども

を綽り付けて，綿化を集めた． 2 人目が生まれた II姓， l 人 1こ•I がある程度大き

くなっていたので，その子は）：Illで遊ばせて， ！：Iこ： まれたばかりの子を休に縛り

付けていた． 子どもに加えて家の牛や羊も一紹に‘r.111の近 くまで連れて行き，

働きながら家畜の面例もみなければいけなかった．あなた方はその時期を経

験していないからわからないと息うけど，それはもう）g変だった．（iil：冒者

No. 27, ウズベ ク人，女性，ナマンガン）

共好羹や政I{、［は表向きには綿化収穫の呼びかけを， 1叶民による社会主義経済

の成功のための貢献と謳った． しかし，その裏には学IIこや都市部の市民の労例

力が安く，機械や農民によって収穫される綿化の買い収り価格よりも低い値段

で買い取ることができたという台所事情があった．

節年11~ 12月にかけて，私たち学生は畑にかり出され，糸翡花を集めさせ

られた． 12月に雪が降っても統けさせられたあげく，その労賃は非常に安
‘)わ豆

かった．綿花栽培の貴任者か誰かが私たちの上1JIJをはねていたのかもしれな

い．そんな裏事1宵まではまったくわからないが， （私たちの労賃を搾取した）

泥枠も多くいたと息う．
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私たちはとにかく i:iJJから晩まで働かされたが，何か文句を言える雰1)li気

ではなかった．年齢や立場がl:．の人に少しでも文句を；オうと ，専門学校から

追い出されるが全校集会の議姐に されて恥をかかされるか らだ．ただ言わ

れたことをやるしかないという息しヽが，何よりも先に働いた． （；証は者No.

ll，ウズベク人，女lil.，タシケント）

綿化収穫に動員された人のIt活炭培は劣悪で，親は食べ物や着る物などを持

ってfどもに公いに行っていた．それは市民がこの贔IJ度に対応するllii:••の）j法

であり，その2~3ヶ月は我慢するしかなかった．そのような状況での作業は形

式的なものになってしましヽ， しだいに共｝t危党関係者も苧．［t.や農作業に‘It灼れてし‘

ない市民の効率を疑間視し始めた．

学生たちは I :1）l ，必要最少限の綿化を集めて午•後にはその綿花をベッド代わり

にしで）：Illの人にみられない場所で襄るなどして時間を過ごしていた．以ドの乱E

言にもあるように，収穫にはそれほど）」を入れずに手を抜くこともあったよう

だ．

私たちは小学生の時から綿花を集めに出ていた．大学生になると1社年2ヶ

月間収穫にかりだされ，（在学！し）］Ifil)5年のI.J、]1年間も収穫に枇わったこと

になる．

収穫先の住まいは最悪の状況だった．また比めた綿花のイilliイil'［がどれくら

いあったのか私にはよくわからないけれど，その綿花の中から小さなゴミを

取り除き，さらにきれいにしなくてはいけなかった．古が降っても私たちは

綿花を鋲め続けた． 2人の同級生が紐を両側から持ち，＇［ l|の数列分にわたし

て艇っばから雪を落とし，私たちぱ雪が落とされた綿花を手作業で集めるの

だった．（証言者No.30, ロシア人，男性，アンディジャン）

労働環様の悪さや賃金の安さから労慟意欲を失う人も多かった． しかし，輿

味深いことにこのような動員はウズベキスタンの人々からは仕方がないものと

してみられており，それさえ我殴すれば，それぞれの生活の安定が確保される

と思われていた．
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だからこそ1l＿・:民登録や綿化収桃への動員は政楕に対する小溝を引き起こして

も，それに枯づく）又政）付活動まではともなわなかった．政権に対する小祉蘭その

ものもそれほど高くなく， 1|i民レベルではおI［いに文句を汀い合うことはあっ

ても， I l常Il:．．活ではそのようなパ薗は忘れられていったのである．

3. ソ連時代のll常生活と経済

3.1 日常生活の実態

日民のソ連時代の記臆には日常牛活が非常にはっきりした形で残っている．彼

らは様々な困難と共妬党・政府による制限などを腎験したが， l l‘常牛活に1月し

ては大半の人が祉翡足していた．以上にも述べたように，共｝）［党・政府と国民の1見l

係ば女心と安定した／t活水準を政附が確保し， 1〖|民はその政治方針についてい

くとしヽう｛翡造ができていたため，共産党と政府は人々の日常／t活の向l．．に）Jを

人れた．そのことから〉I_1時を経験した人はソ連II.『代の粋らしにノスタルジーを

詑え，できればもう一1文あのような社会と経済闘疫を経験したいと言り．

あの時代の艮かったところは，やはりソビエト 1月家か人々に教育を、1!！［：料

でりえたことである． しかし，それをうまく利川しなければならなかった．

また， 1仮療機関や幼稚園などもすべて1!！「；料だった．明日のことを心配しなく

ても牛活できた．

お｝占にはいつ行ってもすべての而晶が並んでいたので，家に何かを備諮

してお<i↓}｝|『［もなかった．それから1界い'liもしていた． It活に必災なものは

安く供給されてし、たから，安心して自分の趣味に打ち込むことができた．

生活が安定しすぎて1月日は暇なlk『|l}］をどう過ごそうかと思ったこともし

ばしばあった．今はやることが多すぎて，明日はどの）廿事からしたらよいの

かわからないくらい忙しい．こんな状況で誰に本を読む暇があるのか！ し

かも1圧El粕杯仕事をしても，それでお）腹がいっぱいになるほど食べられる

くらい稼げるかどうかわからない．私からみるとソ連のすごさは，貧乏でも

明日に関してイ＜安がなかったことである．（証言者No.2, ウズベク人，男

J「生，タシケント）
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以下の訓l:I-]は， l｝附州の安さと安定的な1共給が人々に安心感を与え，彼らが1;1

分たちの将来を心配せず！主活できたことを表している．それが彼らの品1岱［のI|l

で判l戸『を象徴している．

水逍料金は1肌村で，｝内にはすべての食料心i＼があり，非常に安かった． lテ

ィン（箪者注： lループリ＝ 10(）ティン 〈ロシア晶でコペイカ〉，lティンは

最小のii1位）でマッチが買えた．路面姐lドの述賃は 3ティン， トロリーノ‘

スは4ティン｀ハスは5ティン，牛『急バスは 10ティン，乗り 合いタク シー

(l l 人取り ）は 20 ティン だった （筆者•、it : l 970 ~ 1 980年代―:.liII;『の 1ドルの

公式レートは59ティン，非公式レートは l‘ノム）．＊

私は父を早くに亡くし， 1:J:も病気がちだったため兄弟の説代わりとしてい

ろいろな役府IJを担っていたか， 1iT1:1充実していた．仕事をしなから勉強もし

てし＼た． 家族のI-1... ：活が保1応＇，:され， 自分の学皆紅欲も悩iたされてしヽた．その頃

は1i務員の仕事をこな し，叫者になるためにジ ャーナリストの勉強をした．

大 学．i作業後は， 自分の内1"l分野ではなかった もののメトロに就職し，駅

員やメトロの会計•;|：な どをした． 24~ 25歳の11寺だったと息うが，休みの日

にはレストランにもよく行っていた．（証言者No.37, ウズベク人，女‘l11ー：:,

タシケント）

別の1;JI：言者も経済的な間題がなかったことから人々は自分の時間を持ち，あ

らゆることに関心を広げるこ とができ，社会全1本がり］るい雰Ill気だったと強調

一七ァ
，べ） ．

番記~ ＇［意に残ってしヽるのが，明日の生活を心配する必要がなかったこと

だ．仕事はあったし，什’liが見つからないと いう人はまずしヽなかった．給料

も文払われるべき時期にきちんと文払われた．

人々は勉強をしたり政事に出かけたり，余裕があって．［じきることを楽し

んでいた．（；証言 者No.48, タジク ・ウズベク人，男性，ブハラ市）

ある祉言者が使った表現として，ソ連時代のウズベキスタン国民は「満）lg」
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(toqin-sochin) を感じており，その「満ll屈感」からこれまでに挑戦しようと息

わなかったことにまで挑戦するようになった， としヽう．

もう →人の叫I•ム． li^者も：り時のIt活について「悩j)lg」という を使い，その実

態を出リ」している．

私はソ連時代の力が奸きだった．なぜなら，すべてのものがあり，私た

ちは祉1:Jljy_(toqin-sochin) だった．私は45ソム（筆者‘it：ソ連llて『代の通貨は

ループリだったか，ウスベク』｝の会店ではループリのことを「ソム」と呼ん

でいた）しかもらっていなかったけれど，家放全員に必災なものを買うには

I・分だった．たったの45ソムでだよ！私の夫は55ソムをもらっていたか，

その後65ソムになった．彼は数学抒でIi、I):|：候補号 (ka叫 idat) を取得した．

私たちの3人の子供は全員大学を卒業し，］人は歯科悩になった． 2人Ilは

］オI•大学を卒業したけれど、今は白分の専門分野で{l：れがなしヽため別の分野

で働いている．ソ連時代に関して私はネガティブなことを知らない．実感し

たこともない．＊ （；il]：言者No.12, ウズベク人，女‘『t，タシケント）

ソ連時代の制炭は平等i:^義を1)し進しようとしていたため， 1叶民の生活は似た

ようなものだった．大多数の人は（特に 60年代から 80年代の間の時期に進学

平はほぱ100%），小学校から高校までの教育課1州を経て大学に巡学し，それそ

れの専門分野で学び今：業した．そして国家公務員になるか，政）｛｛が述‘i:『する企

業に勤めるかしていた．

彼らの多くは政府からアパートを支給され，そのことからも生泊炭檄は非貨

に似てし、た II). I玉l家公務員であれば給料にそれほど辿しヽはなかった．それは ll 

’常生活を不自廿lなく送れるよう計算されており，支給額が低くても生活に困る

人はいなかった．

]4）このようなアパートの文給について，各住民に li,t|；附ではなく， 1人],1たりに］0平方メートルを

文給することがノルマとされていたため、アパートが足りず，複数の家族か・つのアパートで共詞

生活をする人が多くなった．そして，そのようなアパートは「コムナルカ」とよばれ始めた．その

分析・（こつしヽ ては， Svetlana Boym. obshchie nzesta: Mifologiia povsednevnoi zhizni. Moskva : Novoe Lit-

eraturnoe Obozrenie. 2002. 159-216仇参照．



巧6

あのll『代の給判は，生活に必災なものの価格と釣り合っていた．例えば

私は酋11、『 l2()ルーブリをもらい，それでソ連の端から端まで行くことがで

きた． 12()ルーブリは決して高し噌合判ではなかったのに， 11)ュ：年家族を連れて

ハルト洵まで行ってし、た． もちろん，私の給料ば洵外のものと比べても低か

ったが，洵外の給料は，＇， 9ijくても物価も［りかったから，私の生活はそれなりに

良かった．

私たちは共j附じ義時代に生きながら，そのことに気かついていなかった．

フルシチョフの『次のIIt代は共廂卜義を経験する』というば菜がそのまま実

現したことさえ，私たちにはわからなかった．一ヽI11闘は牛活も梨だったし，出

も，＇，93,iかった．今の給料は年々 l許えているけれど， インフレのことを考え

ると1i実卜給料は減ってしヽる．多くの物のイ府段はlIl：界的な水刈tなのに，給料

の1：昇平は低い．労働者や＾It懸命働しヽていた人にとってはソ辿時代の力が

什みやすかったし， ソ連時代に対してノスタルジーがあると息う．それは，

りの恨代のみならず，その次の私たちのlIt代にも見られる．＊

No. 2. ウズベク人，男111:，タシケント）

このように人々の給料はおIiいに似迎っており，大半の人はそれに満足して

いたようだ． しかし，以下の証言はそうした生活を婦い白分の生活をより良く

しようとする人である．そのような人は複数の仕事を持ち，寸Ill見を↑竹しむよう

に働いて他の人よりも多くの給料をもらい生活をより殷かにしていった．

私は二つの学校で同時に慟き， ー→方の給料で別荘を建て，もうーカの給料

で求族を投っていたので良い雑らしができていた．今なら 10ヶ所で働いて

も大したお金にならない．（』It]言者No.8, ウズベク人，男性， タシケント）

3.2 日常生活における問題点と腐敗

ソ連Il、『代についてl叶民に間いかけた時，政権は非常に厳しかったものの， 1［|

民に対しては公平な政楕だったと「lをそろえる．彼らは以卜の介i‘jで述べたよう

な椋々な規制や制限を良く息わなかったとしても，それらかなければ社会はも

っとひどい‘i」も乱に陥る可能性が高かったと言う．大半の人はあの時代は反政府・
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活動や何かの容疑で犯罪者扱いされたり，悲いことに手を染めたりしなければ

良い時代だったと]/iう． しかも，その、紅見は非常に多くの人に共介されており，

彼 らは‘-'-'iII~『の規作と政）仔，人々の立任感を砂＜i:平価している．

以卜の証l-iにもあるように，彼らはスターリンの粛泊でさえ，ある1州度正喝

化でぎるものとしてみている．

ソ連IIか代は 191分のことしかどえない人にとっては良くない時期だったが，

l~I 分のすべてを 1月，（戦争での））l券利， 1_じl民と（共廂）党に1奉げた人はいつ

でも良い牛活をしていた． ところが今はlり虚つきが多く，当時のことを悲く言

うけれど，そんなことはない．例えば， 1公者や石設如たちの11:＇liぶりをみて

もわかるように，彼らは24ll;『間私たちのIhi倒をみてくれた．

スターリンについては，私たちの1仕代は良い人と息っている．彼は患い

ことをした人間じゃない． IKI民のために戦って改I,1しも起こした．そのおかげ

で人々のI|.：活水準は1ーーがった． fl-＇『代か変わって， 1-．にいる人たちは彼を應＜

言うけれど，私はそうは息わない．スターリンを悪く言う人の力.か大休悪い

人だと息っている．彼らは私たちが経験したII奇代のことを何も知らず，私た

ちがDI[|-（Iiしてきたことを何もわかっていない．戦争がどれだけ厳しかった

か，食れがないことはどれだけ―,』¢いか，最前線で戦っている兵隊のためにす

べてのことを犠4生にすることかどれだけ難しいか，彼らにはわからない．

スターリンは!'-]分の敵は容赦なく弾／1□したけれど，それは国民に平和か

必要であることをわかっていたので，その活動をやめさせただけだ．それは

正しい道であって，私の人牛があるのはそれが正しい選訳だったことの証

だ．戦後の生活は苦しかったけれど，その中でもやはり良しヽ部分が多かっ

た． （訓言者No.6, ウズベク・タジク人，男性，ブハラ什I)

さらにソビエト政権の評価と現代におけるノスタルジーの一つは，当時の犯

罪率が低かったことと，政権が）腐敗と真剣に戦ったイメージがあるからだ．ソ

ビエト政権を経験した人の多くはこの点を強調し，犯罪，賄賂，立場の私的利

川などは非常に厳しく処洲されたという．
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今0)ように奸き勝手に 191分の1’I」I祈でイ1:’liをすることはなかった．十fには

っきりしたJ.'［1Tの分担があって，その分担を悩jたさない人は処闊を受け，祉翡

たしている人はその分優遇されてし、た．

lヽill炉の政権は）｛崎敗や賄賂に対しても厳しかった． rriiも1'1分の立場を利）1j

して］し{J!！行を受けとったりすることはできなかった． もしすれば，すぐに迅h|］

されると灰IIってし、たので恐れてし＼た．

それと商占'l0)｛直段が決まっていたので，イ直段を付け足して販ヽ］こすること

は禁じられてし、た．ある商1'山の値札に l‘ノムと内・いてあれは．，，iiもそれを 2

ソムでゾじることはできなかった．

ケント）

No. 2, ウスペク人，男1̀’t． タシ

しかし，このようなソ辿闊代のイメージぱ必ずしも」E1i(［なものではなしヽ．第

--^次llt界）く戦以降，人々のI上活が安定し社会に様々な1/il隠、1仄も現れ始めた．そ

のもっとも典雌的な例は生活必‘JI-h品の小足である．

刈時の社会的な風州」をある，il|：言者は以1~· の I-i菜で晶り，人々は戦争が終わり

平和になったことを楽しみすぎて，社会が1[［l(liしている間題を鮒決する努力を

あまりしなかったと指撒iする．

戦予が終わっても経済の状況は良くなかったけれど， しだいにすべての

ことが落ち着き，経済成長の影糊で機械が多くの作業をするようになった．

経済が安定してくると，皆が生砧や仕事に1及lして楽観的になりすぎ， 50年

間も逸んで，（戦争での）勝行としての•-立場を楽しんだ．あらゆる場で私た

ちは勝者であると発言し，他のIIIを見下してきた．その結果 ,̂1仕界がどんど

ん発展して，私たちは追い越されてしまったのだ．私たちは楽観的になりす

ぎて，ウォッカを餃んで踊り柴しんでいたのだからこれは晋然だ．

しかも私たちが忘れていたのは，戦争が終わって50年の間， Ill：界lドから

様々な物をもらって牛活してきたことだ． I[l|際支援もあった．それをモスク

ワが使い，各共和1叶に配分してし、たんだ．

竹：．，ナマンガン）

26, タタール人，女
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特定の倍i品かなくなったり，少なかったりすることをデフィチトとよんでお

り，珍しくて不足しがちなl}ti晶もそのようによばれていた．そうしたi怖砧を求

めて店の前に列ができることは多く，たくさんの店が1ぃlじ地域にある場合は，

人々の並ぶ姿が絶えることはなかった．

通りがかりの人は列の最後にしヽる人にそれぞれの列はどの商l11-I＼のために並

んでいるのかを{i(f認し，その列に並ぶかどうかを決めていた．仕小を抜け出し

て， 目的の商品を手に入れるため何IIW,I/IJも列に並ぶこともよくあったという．

私は 1955年・に!_1こまれ，ブレジネフ時代に子どもの頃を過ごした． ソ連時

代から一^番鎌だったことは物がないのと行列だった．並んで手に人れなけれ

ばならない物は生活必翡請＼＼ばかりだった． （証言者No.20, タジク人，男

1・t,サマルカ ンド）

そのような市•I青を逆手に取ったのは店の販光貝であった．彼らは人気のある

商ル内をあらかじめ隠しておき，その後知り合いや通常の伯段以上を出してくれ

る人にこっそり販売していたのである．

当時，「ポト‘ •プリラフカ （売り場の裏）」という現象か起きていた．これ

は良い）服は売り場を通してではなく， 一般の客の 11にふれないところに 1隠し

ておき， i'，沿い伯段でも出してくれそうな客が来た時に店日が密かにその倍jIIIIII

をみせて，イ直札以上の金額で光りつけることだ．」：釆せ分は）占員が手にして，

レジにはイili札の金額だけか入る．そんなことかよくあった． （証言者No.2, 

ウズヘク人，男tiー：．，タシケント）

販九員として勤めていた人からは，直接ポド・プリラフカに関する話は間か

なかったものの，ソ連時代のウズベキスタンにおいて販売員がどれだけ特別な

立」．易にあったのかは以下から想像することができる．

母は紐販店に勤めていたので，いつも家に一番良い食料品を持って婦っ

てくれた．乳製畠などすべてが家にあった．食べ切れずあまり古くなって拾
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てることもあった．

人も食料贔］の販化の11:liをしていたので，｛l:'-li場からキャビアやイクラ

などを持つで帰ってきてくれた．彼は兵役から戻ってくるとタシケントのフ

ルンゼ区の販光センターで勤め始めた．彼との結妍は私の視戚の紹介で，彼

について「家放の[(ll倒をみることができる人だ」とばった．それで彼に1見l心

を持ち，私も早く結妍すべき年齢だったのでちょうど艮しヽと息った．

彼はまず食悩の販光員として働き，私たちの家は食器でしヽっぱしヽになっ

た．その後，彼はタシケントのいくつかの1叫応に食叩甘州を配給するセンター

に移り，私たちはまったく間姐なくあらゆる食料出＼を手に人れることかでき

た．特に羨ましがられるほどだった． iiitかの家に行く時はいつも食料凸＼を持

って行っていたので，親戚や友人は私たちが来ることを梨しみにしていた．

(』|：ば者No.6, タタール人，女‘『t，タシケント）

ソ連時代は家Jしに人気が集まり， 1；．tilIII＼か裏で光られてし、た実態を別の口［言者

は以下のように語ってしヽる．

当時，私は結婚の準備に追われてしヽた． まだ·,•リ門学校の 1学生だったけれ

ど，もうお店に勤めていた．ある日，専門学校で家具の）l／1j：人券を引くゲーム

があって，私はキッチンで使う家具の 1等質のくじを当てた． しかし，す

でにそうした物は持っていたので，そのお店に行き販売貞任者と交渉して，

リビング家具（ソファー，テーブルなどのセット家具）に換えてもらった．

それはルーマニア製で索聞らしかった．当時のイii[［段で1000ルーブリしたが，

240ルーブリの賄賂を渡すと地下倉庫に案1付され，その lいから自分が好きな

家具を選ぶことができた．倉）iltにはもっと索睛らしいものがたくさんあって

すごく梨しかった．

私はあまりお金がなかったので，母親から 500ソムを惜りていたが，残

りは1'！分で稼いだお金で支払った．私はお店を見て1りlるのが好きで，給料を

もらうとすぐにチョルスーとグム (GUM百貨店）辺りに行った．（ilI：言者

No. 14, ウズベク人，女‘It, タシケント）
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このような腐敗や札砂且がソ連時代にあったにもかかわらず，多くの人はこれ

らを欠、r9!［の—•つとしてくらいにしかみておらず，これは経済紺lj}化が引き起こし

た結果であり，ソ連仰［休の恨本的な皿lllであるとは息っていなかった．

詞1111にこのようなことはソ連時代の政治エリートと 11sl民の間に1各入竺を生んだ．

政府の指導部が横領などを行うのに対し， IHI民も 11‘常生活におしヽて必災なもの

を様々な手法で手に人れようとしていた．それが結果として，ポト‘・プリラフ

力籾の販元が現れ始めたきっかけとなった．共］｝『；党や政l付の指導部は，それを

わかっていながらも効呆的な処附をとれずにいたのが現状であった j"j).

私たちは治安関係機関の幹部の家放であったことから， It活は特に良か

った．今になってそのありがたみがよくわかる． ~ViII.『は『月に股給料をも

らっていたので，お金が人るイi、(［イ］かあったから何でもできた．

もし， ソ連IIか代に家のリフォームをしようと息えば，今よりも早くそれ

を終わらせることができたと息う．今はリフォームを始めてもずいぶんお金

がかかり，いつ終わるかわからないような時代だ．（訛言者No.6, タター

ル人，女性， タシケント）

彼らは現在の牛泊から，白分たちが失ったものの重人さを初めて認識するよ

うになったい）．ソ連時代における様々な間題が1980年代前半からペレストロイ

カの時期にかけて明るみに出始めたことから，且l民もソビエ l、政権や当時の良

さを考え直すようになった．それでも大多数の人は，ソビエト政権には欠、I.Iiは

あったものの，それは1伯1人の利益追求のためではなく，人々のI-1・̂．活をより閃か

にするために生じたことであり，結果として失敗に終わったに過ぎないと息っ

ている．

15) ソ連II.『代の汚職とそれに対するソビエト政権の対第のオ’,}百につしヽては T.S.Kondrnt'eva...Mate-

rial'no oL vcst vennyc litsa pri rezhirne sotsi,1lisricheskoi sobst vennosti". T.S.Konclrat'eva. !¥.K.Sokolo-

va. Rezhimnye lyudi 1; SSSR. J¥1oskva : Rossiiskaia I切liticheskaiaEntsiklopediia. 2009. 128-144貝参

l l {1 
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は，ポド・プリラフカが存在したのもソ連闊代のウスベキスタン社

公には経済力があり， 111り札以I・.の念粕を払える人が多かった川［拠だと結論付け

ている．

人々にはお金があって牛i印よ安定していた．お金を j•-.『ってしヽなしヽと「ポ

ト・プリラフカ」のような売り）jは成り立たなしヽ．私は人生を振り返ると，

やはり 1970-80年代までが＾番良かったと息っている．

ズベク人，女性，タシケント）

3.3 孤立した国でも気に入っていた

No. 14, ウ

ソ連時代のウズベキスタンは他のIlt界から孤立したイメージがある． 1i‘『かに，

囚民の大半はソ辿以外の日へ旅行する機会がなく，ウスペキスタン1!」内かソ連

各地を巡っていた． ihj外に出ることを許される人は少なく，その人たちも資本

主義1-Klではなく，社会主義囚に出かけることだけが許されていた．その政策の

主な目的は「）｛蒻敗とモラルの低l‘―を引き起こす欧米文化」がソビエト国民を直

撃しないようにするためだった．そのため，洵外に行く人ぱ必ずそのモラルや

考え方に関して面扱を受け，洵外へ出すことに相応しい人物なのか評価され，判

妍が下された．

しかし，そのような扱いを受けて不快な息いをした人も多く，この政策は婦

われていた．何か疑わしい人物のように扱われて，「最終的に洵外への旅行や出

張の後味を悪くしてしまい，あまり楽しむことができなかった」と言う．別の

人はその様子を以下のように話［明している．

日内の移動は自 I-llだったため，私もソ連各地に行っていた． しかも，私

は1963年に GDR(ドイツ民主主義共和1玉l)にも旅行することができた． し

かし，それまでに必災占類を渡航の 3ヶ月前までに政l付機関へ提出し，い

くつかの面核を受けなければならなかった．

l (}) ソ辿II,『イしにお1ナる特杯を1¥’fった人たちの生活につしヽては，＇ r.S.Kondrat'eva."Obbdateli 'Krem-

lyovki'i lyucli na khlebnykh mestakh ", T.S.Konclrat'eva. A.K.Sokolova, Rezhimnye{yudi v SSSR. 

Moskva: Rossiiskaia Poliricheskaia Entsiklopediia, 2009. 279-302頁参照．
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その政策では，ワルシャワ条約加附日に行くのはある利投讀されていたけ

れど，責本じ義1叶に行くのは小llJ能なことだった．社会i.：義川に行こうとし

ても 11廿採で落とされることかあったのに，私は昨可された． （IIl]□且竹＼1（）， 4.

ウズベク人，男'『t，タシケント）

このような 1月ざされた環椅は1叶民に両外への1月心を札りれさせ，彼らが「l)、］向

き」になってしまうことにつながった．それでも洵外に 1月心を持っている人は

テレビ番糾などを迎してl廿恨を人『していたが，実際の旅行ではソ連I訃内をlll|

っていた．人々は洵外に1熊I見l心になり，テレビ番糾のれい恨で「分il:li足してし＼た．

むしろ機会があるたびに，ソ連各地を旅し，ソビエト 1叶民の多様な文化や生活

に1月心をぷしていた． I叶民の多くは，こうした忍識が政）付の！監視とコントロー

ルにより形成されたとは認詞炭していなかった．そのことをうまく表視している

のが以ドの話である．

私は大学卒で， SAMSI（中央アジア医学大学）を卒業した．私たちの実

務経験はキエフ（ウクライナ）で行われ，旅翡と生活骰すべてを1l]が負担し

てくれた．私たちは国の負担でハリコフやチェルニゴフを同り，いろいろな

I専物fi打を訪ねた. :±,1時は学：牛券（学生証捉示による学刈制度）というものが

あって，それを使って11;り物館などに行った．

確かに，ソ連という国は閉じられた 1玉Iだったが，私たちは特に気にはし

ていなかった．外のIIt界に出たしヽという気持ちもなかったし， 1LII)、］が非‘常に

梨しかったのだ．ソ連が解休されつつあった 1990年にも，私は 150ルーブ

リでレニングラードまでの往復切符を仇＇うことかできた．そういう、．怠味で，

私には良い息い出しか残っていない．＊

、『l:，タシケント）

No. 18, タタール人，女

このように孤立していてもウズベキスタン国民にはそのような実感がなく，彼

らは機会を見つけてはソ連の他の共和1玉lや社会主義国への訪l!i]を楽しんでいた．

その一つが新婚旅行である．就職していれば，旅行をする経済力があり，給判

が少ない人でもウズベキスタン国内もしくはソ連各地を皿ることができた．こ
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のような洵外旅行を必すしも しておらずソ連Il:I内で旅行することを茉しん

だ人はウズベキスタンのみならず，以I<

うである．

ようにソ辿各地に多かったよ

洵外に行くことができたし，行くことは役に立つものでもあった． しか

し洵外に行くりりに l’_1分のI-KIを学び，わかり，ゆっくりみる必災があった．そ

0)月III lは，洵：外を旅するための比較材料がなし＼人が191分のIKl に対する，1•HIIIi に

過小評価か出てきて洵外の過剥訂I噌Iiiにつながる可能11があるからである 17).

次の人のように，社公的な立場も給料も，l，`；j<，何かしらのコネクションがあ

る人であれば， ソ辿と友好関係にあった礼公主義日を旅行するのはり！i[しいこと

ではなかった．

私は祈妍｝j紅]:はソチ(!]．-［iilJ:東北Jドのリゾート地）に1j・きたしヽと父にげつ

た．そうしたら父が仕'li場から旅行を丁^・配してくれる知人に連絡してくれ

て，ブルガリアとルーマニアのパッケージツアーなら11hi)jを観光できると勧

められたので，私と）ミは行ってきた．

それから私は1ザ年モスクワヘ，お金のことは何も名えずに行っていたけ

れど，今はそのようなことはもうできない． （訛言者No.18, タタール人，

女‘|、It，タシケント）

糾始旅行や家放旅行以外に， ソ連内の共訓1;||!llでは留学制］斐が盛んで，学力があ

りさらに勉強したい人であれば，他の共訓叶へも留学が可能だった．特に，

はモスクワやレニングラードの大学に留学していた．現在では経済力がある人が留

ることは多いが，胄時はむしろ貧しい家の子どもが1憂先的に奨学金を受けら

れ，）く学人；式のI緊にも牡別枠で人‘、ドが忍められていた．そうしたことから， 1〖j民は

制度を利）Ilしてロシアやウクライナなどに留学していた．以ドはその一例である．

17) この，J|．I[はロシア h:{l•O) ある人物の II,；占から 0) '） I !I Jである． ，J哨illにつしヽ ては， Nat;ti'yaKozlova. 

Sovctskic lyudi: Stseny iz istorii. Moskva: Evropa. 2005. 180 l'ヽ［参照．
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祖父もMii視も学校の先I-tだったので， liflりの人は私をよく）し生の孫とよ

んでいた． IIhj視はタシケントでIじまれ育ち， 1主んでいたマハ ッラで教脊泊動

を行って 1.,ヽた．その影糊を受けて，私と 3人の兄弟は仝日大学を．｝＇業 した．

一番 1_-．の兄は外国語大学のフランス話学科を卒菜 し，次の兄はモスクワで）ゞ

学院に辿った経験もある．弟はタシケント工科大学を卒業し，私も外国晶人

学を卒業した．皆大学を出られて良いIIが代だった．

当IIかは勉強もたくさんしたけれど，学期の間の休みにはあちこちの都巾

を回った．私が小さい煩は，兄がモス クワの）ゞ 学院に通ってし、たので， 彼の

ところに親とよ く行った ものだ．大学に人ってからは1nl級牛と何度もモスク

ワに，それからレニングラードや他の社会［義rn1にも行っていた．（1］|：言者

No. 5. タタール人，男1化，タシケント ）

ウズベキスタン 1国民がソ連各地の人と交流するもう てつの機会は，兵役制度

である．この制度では 18歳に辻した青年のほとんどに兵役の義務があり， 2~

3年和政はソ連ili：に人らなければならなかった． Iこ1分が生まれ育った地域以外

に配）属されることが圧倒的に多く，多様な環炭での勤務を通して様々な地域で

の戦いに備えるよう訓練された．ウズベキスタン出身者はロシアなどに配属さ

れることが多く，多様な価値観を持った民族の人と同じ部隊で訓練を受けた．そ

の中には配屈先で知り合って帖婚を決めた人も多く，彼らは麦になる人をウズ

ベキスタンに連れて帰った．

ソ連‘1ドか1979年にアフガニスタンに侵攻した時，その最前線でアフガニスタ

ンに人っていたのがウズベキスタンを含む中央アジア 出身の兵士だった．彼ら

は国境地間にも多数配屈され，以下のような作業をしていた．

私はlI;_|h'i1打のクシ カに配属されていた．国炭の向こう 1!！llがアフガニスタ

ンで，ソ連 （トルクメニスタン）側で戦車．の整備士をしていた．

当時のアフガニスタンは安定していたが， 暑さは大変なもので，日が当

たらない場所でも気温は 50)斐もあった．戦車の中には人が入れないくらい

だった．兵隊同士の関係は良くなくて，先闊の兵隊が後輩をいじめたりし

て，環壊の間題に加えて人間関係にも 気を逍わなければな らなかった．（HiE 
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I ；者No.l, ウズベク人，男刊:, タシケント）

中央アジア出打者は平に1.JII諌に励んでいたわけではなく，以ドの話にあるよ

うな興味深し＼休験もあったようだ．

渭11かのソ連とアフガニスタンの1児係は良く，ソ連はアフガニスタンから

綿化を輸人してし＼た．そのためソ連かクシカからカプールまで非‘常に良しヽ追

路を作り，多くのアフガン人がソ辿側に設って貿易などをしていた．

私たちが兵役を終えて家に帰る11、i堪リが来た．ある 11, 街のレストランに

人ると，そこにアフガン人が人って来た．彼がアフガニスタンのウズベク人

だとわかり，私の友述のウズベク人が彼と盾し始めた．

彼に年齢を1jilくと 30歳だと 1［われ，まだ結妍していないこともわかった

ので雌Illを吋ねた．すると彼は股民の娘を嫁に迎えるべきなのか，それとも

郡市で嫁を探すべきなのかで迷っていると符えた．｝悶村部から嫁をもらうと

化妍が花嫁に払うお金が高しヽが，都市部の嫁には払うお金が少なしヽと請して

くれた．「なぜ悩むんだ？ それなら都市•i硲から教育を受けた， しかもお金

の文払いが少なくてすむ嫁をもらったら良いじゃないか？」と言うと，彼は

「都市の娘は気が強くて，ろくに請を間いてくれないけれど， 1:1:l舎の娘は何

をしても我慢してくれる． Ill舎からもらった嫁はたとえ殺しても誰からも文

句は言われないけれど，都市部からの嫁はそうはいかない．」

同じウズベク人でもソ連時代に［じまれ育ったウズベク人とアフガニスタ

ンのウズベク人とでは，考え方に大きな辿いがあるんだなと息った．

者No.40, ウズベク人，男1生，フェルガナ什I)

まとめ

本政の 11的は，ソ連時代を生きた人々がソ辿刷壊後に独立」且家として生まれ

変わったウズベキスタンにおけるIt活の中でソ連時代をどのように記1意してい

るのか，彼らがどのようなことを経験してきたのかを記録することであった．本

人々の出1認をtな分析の対象としているが，そのような記憶が客観的で
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あり，また）栢史について最終的な紺論を見出せるものであるとはしていない．）梵

史を見化すI緊に，品脳を付！重な姿勢で扱うべき、［圧については本内の中でも

を払ってきた．

あるロシアの刊学者が，「現象と本質として， IIじ収訊は爪純ではなくて矛盾が多

い， JI→‘常に複雑なものである． 11心I認は裏切ることも翡闘すこともできる」 18) と述

べるように， llじ収訟は多I(W性をイiするものである．その一例として， ノスタルシ

ーを感じ， 1か年の価格切りドげと秩li1を陰かしがるソ辿闊代の支打者と， J見介

の祈ししヽ経済社会状況ドで良し浄1：公的な地位を得， ソ連時代の艮くなし、1,af|；分の

みを強訓Jする者とがいる．

そういう紅味では，バ亡l：忍は特別な‘ijヅ立を災するものである．過よを過剥'-

化し過人にノスタルジーを感じながら牛きることは今の l'I分を否定することに

なるように，過去を拒否し，今の I,1分を過去から切り離して牛きることは礼会

ヵゞ吼l{III‘性を失うことにつながる 19).

18) Valentin Tolstykh. My byli: Sovetskij clzelovefl /wk on est'. Moskva: Kul¥urnaia Revolutsiia. 2008. 

13頁参照．

19) 類似(})杓え方につし＼ては， ValentinTolsrykh. My byli: Sovetshij cheloveil Jwll on est'. Moskva 

Kul'turnaia Revolutsiia. 2008. 18頁参照．


	第9章-211
	第9章-212
	第9章-213
	第9章-214
	第9章-215
	第9章-216
	第9章-217
	第9章-218
	第9章-219
	第9章-220
	第9章-221
	第9章-222
	第9章-223
	第9章-224
	第9章-225
	第9章-226
	第9章-227
	第9章-228
	第9章-229
	第9章-230
	第9章-231
	第9章-232
	第9章-233
	第9章-234
	第9章-235
	第9章-236
	第9章-237
	第9章-238
	第9章-239
	第9章-240
	第9章-241
	第9章-242
	第9章-243
	第9章-244
	第9章-245
	第9章-246
	第9章-247

